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ジョブシェアリング制度の導入など
人材確保に注力し経営の安定化を達成

　聖隷浜松病院や聖隷三方原病院の運営で知
られる聖隷福祉事業団は、2003年、旧国立
横浜東病院から経営移譲を受け、聖隷横浜病院
（一般病床300床、岩崎滋樹院長）を開院した。
開院以来、一貫して人材確保に力を入れた結果、
８年目を迎えた現在、経営移譲当初の人材不足
による経営不振から見事抜け出し、地域の基幹
病院として住民に頼られる病院へ成長を遂げ
ている。
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社会福祉法人聖隷福祉事業団

聖隷横浜病院
神奈川県横浜市
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　聖隷横浜病院が国立横浜東病院から経営移譲された
2003年当時、在籍する常勤医は22人のみで、十分な診
療が提供できているとは言い難い状況だった。「盤石な
医療基盤を築くには、人材確保が何より先決だと考え
た」と、岩崎滋樹院長は当時を振り返る。
　その一つとして07年に導入したのが、「ジョブシェア
リング」という雇用制度だ。これは常勤医１人分の仕
事を２人の医師で分担する制度で、短縮勤務を認める
ことで出産や育児中の女性医師のスムーズな職場復帰
を狙ったもの。２人で分担するとはいえ、基本給はフ
ルタイムの６割を保障し、身分は正規雇用職員のため
社会保険や福利厚生も受けられる。「さらに、正規常勤
職員のため各種専門医の取得や、取得後の資格維持が
可能となり、キャリア形成にも支障が出ません」（岩崎
院長）。現在は７人の女性医師が利用しており、同院の
貴重な戦力となっている。
　2010年６月、同院の常勤医師数は80人。人材確保に
よる診療機能の充実に伴い患者数も右肩上がりに増
え、現在は当時と比べ３倍近い増患を達成している。

　診療面で特筆すべき点も多く、難聴治療に力を入れ

る耳鼻咽喉科では、松井和夫部長が手掛ける鼓室形成
術が年間約240例にも及び、神奈川県で１位、全国でも
６位の症例数を誇る。また、産科では５人の常勤医を
確保し、産科医療が壊滅状態にある県南部からも妊婦
を受け入れ、年間800件近い分娩を手掛けている。
　緩和ケアチームや褥瘡対策チームなどチーム医療も
活発で、とりわけ聖隷福祉事業団では聖隷三方原病院
を筆頭に栄養療法にいち早く着目し、同院でも開院と
ほぼ同時期にNSTを正式稼働させている。現在は各病
棟に１チームずつNSTが配置され、10名のメンバーが
日本静脈経腸栄養学会が認定するNST専門療法士の資
格取得者だ。さらにNST専門療法士の認定教育施設に
もなっており、実習生を受け入れるなど神奈川県の栄
養療法の推進に大きく貢献している。「これからは院内
だけでなく、後方病院や在宅でも栄養サポートが引き
継がれるよう地域連携を強化していきたい」と、石野
智子栄養課長は意欲的だ。

　経営移譲を受けた年は単年度７億円の赤字を抱えて
いたが、８年目を迎えた今、徐々に赤字額は減少し今

女性医師の職場復帰を狙い
「ジョブシェアリング」を導入

県内でいち早くNSTを立ち上げ
神奈川県の栄養療法の質向上に貢献

良好な職場環境が評判となり
人材が集まるマグネットホスピタルに
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 院長

年は黒字転換が確実とされている。「ここまで順調に来
たのも、結果的に良い人材を確保できたことに尽きる」
と岩崎院長。
　同院では前述のジョブシェアにより女性医師の勤務
環境を整備する一方、フルタイムの勤務医には適正な
評価を行い待遇の改善に努めたほか、職員からの要望
があれば、最大限それを受け入れモチベーションを伸
ばすなど、人材の確保と定着に注力してきた。こうし
た勤務環境は徐々に口コミでも知れ渡り、開院以来臨
床研修医も増え、今年は14人の初期臨床研修医が在籍。
何より人を大切にする姿勢が評判となり、同院を人材
が集まるマグネットホスピタルへ導いたのだ。
　経営が軌道に乗った今、今後の目標は病院の新築だ
という。「2014年度完成を目途に着工に入りたい」と、
岩崎院長。同院が今後どのような発展を遂げるのか、
医療界からも大きな期待が集まっている。 （砂川朋子）

2008年12月、日本医療機能評価機構の病院機能評価取得
診療科 ： 総合診療内科、内分泌・糖尿病内科、腎臓・高血圧内科、
呼吸器内科、消化器内科、肝臓内科、循環器内科、血液内科、小児科、
外科、消化器外科、呼吸器外科、整形外科、脳神経外科、脳血管内
治療科、皮膚科、形成外科、泌尿器科、産婦人科、 周産期科、眼科、
耳鼻咽喉科、放射線科、麻酔科（ペインクリニック）、救急科、臨
床検査科、病理診断科
病床数：一般病床300床
スタッフ数 ： 常勤460人（医師80人、看護師225人、薬剤師12人、

管理栄養士9人、リハビリテーションスタッフ5人ほか）
入院基本料：一般病棟７対１入院基本料
１日平均外来患者数：586人
１日平均入院患者数：213人
平均在院日数：12.1日
病床利用率：81.4％
住所：〒240-8521 神奈川県横浜市保土ヶ谷区岩井町215
TEL：045-715-3111
URL：http://www.seirei.or.jp/yokohama/
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